
『
フ
ラ
ヘ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
』
誌
と
南
方
熊
楠

『ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
l
ズ
』
誌
か
ら
派
生
し
た
雑
誌
群
の
分
析
へ
向
け
て
ー
ー

は
じ
め
に

南
方
熊
楠
の
英
文
論
考
の
ほ
と
ん
ど
は
、
『
ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
l
ズ』

誌
(
均
三
2
9
s
a
C
H
h雪
な
め
、
以
下
『
N
&
Q』
と
略
記
)
と
『
ネ
イ
チ
ャ

l
』

誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

一
篇
だ
け
、
『
フ
ラ
ヘ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
l

リ
ン
ゲ
ン
』
誌

(3・
s
s
sミ
ミ
ミ
句
。
な
お
も
き
、
以
下
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
と
略
記
)

と
い
う
オ
ラ
ン
ダ
の
雑
誌
に
出
た
論
考
が
あ
る
。
豆

8
項目

5
宮
古
吉
弘
什
7
0
F
間
口
σ

唱
。
ロ
宮
町
当
日
向
。
-
∞
回
。
身
唱
と
題
す
る
、
浮
気
を
主
題
に
し
た
笑
話
を
東
西
で
比
較

し
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
こ
の
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
と
は
ど
の
よ
う
な
雑
誌
で
、
な

ぜ
熊
楠
が
投
稿
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
(
1
)
O

『
フ
ラ
ヘ
ン
』
に
つ
い
て
分
析
す
る
に
は
、
ま
ず
『
N
&
Q』
を
見
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
第
二
節
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
「
フ
ラ
ヘ
ン
』
は
オ
ラ
ン
ダ
版
『
N

&
Q』
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

熊
楠
は
『
N
&
Q』
に
四
O
O
本
以
上
の
論
考
を
投
稿
し
、
う
ち
三
二
四
本
が

掲
載
さ
れ
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
だ
け
大
量
の
論
考
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

先
行
研
究
は
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
」
ネ
イ
チ
ャ
l
」
に
つ
い
て
は
良
く
知
ら
れ
、

志

真

幸

ネナ

研
究
も
少
な
く
な
い
が
、
実
際
に
は
『
N
&
Q』
へ
の
投
稿
数
の
が
は
る
か
に
多

く
、
ま
た
晩
年
ま
で
継
続
さ
れ
た
の
で
あ
る
(
『
ネ
イ
チ
ャ

l
』
掲
載
論
考
は

五
O
本、

1
一
九
一
四
年
/
『
N
&
Q』
は
三
二
四
本
、
ー
一
九
三
三
年
)
。
と

こ
ろ
が
、
『
N
&
Q』
掲
載
論
考
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
『
ネ
イ
チ
ャ

l
』
掲
載
論

考
と
の
関
係
、
初
掲
載
論
考
の
検
討
に
と
ど
ま
り
(2)
、
ほ
と
ん
ど
手
が
触
れ
ら

れ
ず
に
き
た
。
そ
の
原
因
は
、
論
考
の
内
容
が
雑
多
で
あ
る
ほ
か
、
こ
の
雑
誌
の

特
殊
な
性
格
が
壁
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
N
&
Q』
は
読
者
投
稿
に
よ

る
質
疑
応
答
雑
誌
で
あ
っ
た
た
め
、
熊
楠
の
論
考
だ
け
を
読
ん
で
い
て
も
内
容
が

理
解
で
き
な
い
。
前
後
の
質
問
や
応
答
と
合
わ
せ
て
の
分
析
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
あ
ま
り
に
も
雑
多
な
テ
1
マ
が
混
在
し
て
お
り
、
投
稿
者
に
も
ア
マ
チ
ュ

ア
が
多
く
、
学
問
と
し
て
結
実
し
た
部
分
が
少
な
い
た
め
、
『
ネ
イ
チ
ャ

l
」
と

く
ら
べ
て
注
目
さ
れ
ず
、
周
辺
的
な
雑
誌
と
み
な
さ
れ
た
き
た
。
し
か
し
、
現
在
、

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
『
N
&
Q」
に
類
似
し
た
雑
誌

が
大
量
に
発
行
さ
れ
、
そ
こ
に
投
稿
す
る
研
究
者
や
ア
マ
チ
ュ
ア
が
広
範
囲
に
存

在
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
第
三
節
で

扱
う
が
、
『
N
&
Q』
は
、
け
っ
し
て
特
殊
で
も
限
定
的
で
も
な
い
雑
誌
だ
っ
た



志

真

幸

キナ

の
で
あ
る
。
そ
し
て
熊
楠
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
雑
誌
空
間
の
な
か
で
再
考
す

る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

本
稿
で
扱
う
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
も
、
『
N
&
Q」
か
ら
派
生
し
た
雑
誌
の
ひ
と
つ

で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
『
フ
ラ
ヘ
ン
』

と
れ
冨
笹
口
者
同

5
H
)
P
H
E
E
F
。HL州
WEσ

己
旬
。
口
町
宮
司
片
岡
。
-
∞
切
。
巳
M
1

を
分
析
す
る
こ
と
で
、
『
N
&
Q』
的
世
界
の
広
が
り

を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
『
N
&
Q』
自
体
を
逆
照
射
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

本
論
に
入
る
前
に
、
『
N
&
Q』
が
読
者
投
稿
誌
で
あ
っ
た
こ
と
、

ノ
ー
ト
、

ク
エ
リ

I
、
リ
プ
ラ
イ
と
い
う
独
特
の
仕
組
み
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
た
い
。
『
N
&
Q』
の
特
徴
は
、
全
頁
が
読
者
投
稿
で
埋
め
尽
く
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
誌
面
は
「
ノ

l
ト
」
、
「
ク
エ
リ
l
」
、
「
リ
プ
ラ
イ
」
の
三

つ
の
欄
に
分
け
ら
れ
る
。
ノ
ー
ト

(
N
、
短
報
)

は
投
稿
者
の
発
見
し
た
知
識
や

情
報
を
提
示
す
る
も
の
で
、
現
在
の
学
術
論
文
に
近
い
も
の
か
ら
、
ご
く
簡
単
に

事
例
を
挙
げ
た
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。
ク
エ
リ
ー

(
Q、
質
問
)
は
、
広
く
情

報
を
求
め
る
問
い
か
け
の
こ
と
で
、
短
文
が
多
い
。
リ
プ
ラ
イ

(
R
、
応
答
)
lま

ク
エ
リ
ー
へ
の
返
答
で
あ
り
、
長
短
さ
ま
ざ
ま
で
あ
っ
た
。
ノ
ー
ト
に
リ
プ
ラ
イ

が
付
く
こ
と
も
多
い
。
リ
プ
ラ
イ
は
一
本
だ
け
で
は
終
わ
ら
ず
、
数
十
人
か
ら
寄

せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
何
年
に
も
わ
た
っ
て
リ
プ
ラ
イ
が
続
く
こ
と
も
し
ば

し
ば
で
、
先
行
す
る
リ
プ
ラ
イ
へ
の
訂
正
が
行
わ
れ
た
り
、
議
論
と
な
る
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
ま
っ
た
く
リ
プ
ラ
イ
の
付
か
な
い
ク
エ
リ
ー
も
あ
る
。

な
お
、
熊
楠
は
中
山
太
郎
宛
書
簡
(
一
九
二
六
年
一
月
三

O
日
付
)

で
『
N
&
Q』

の
こ
と
を
「
随
筆
問
答
雑
誌
」

(3)

と
表
現
し
て
い
る
が
、
現
在
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
の
掲
示
板
を
想
像
し
て
も
ら
う
の
が
分
か
り
ゃ
す
い
か
も
知
れ
な
い
。

こ
れ
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
『
フ
ラ
ヘ
ン
』

の
分
析
へ
と
進
み
た
い
。
な
お
、
『
フ

ラ
ヘ
ン
』
、
お
よ
び
亘
自
宅
町
。
司
包

z
a
p
o
F員
ロ
σ
Z旬
。
ロ
宮
町
垣
間
。
-
∞
図
。
(
日
M
1

に

つ
い
て
の
先
行
研
究
は
存
在
し
な
い
。
平
凡
社
版
『
南
方
熊
楠
全
集
』

一O
巻
に

本
文
が
収
録
さ
れ
、
岩
村
忍
が
簡
単
に
紹
介
し
て
い
る
が
、
巻
号
や
人
名
に
誤
り

が
あ
る
な
ど
、
あ
ま
り
信
頼
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

熊
楠
の
寄
稿

熊
楠
の
手
元
に
『
フ
ラ
ヘ
ン
』

の
創
刊
号
が
届
い
た
の
は
、

一
九
一

O
年
二
月

一
九
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
日
記
に
「
荷
蘭
〉

5
7。
E
L・
何
回
。

S
F

4
5
m
g
g冨
aaoo-Emg・
初
号
一
冊
(
一
月
七
日
出
)
」

(4)

と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
二
月
二
四
日
の

「
牟
婁
新
報
』
に
、
「
南
方
氏
の
燕
石
考

ー
十
三
ヶ
国
の
国
語
に
て
書
け
る
も
の
」
と
い
う
記
事
が
出
て
お
り
、
「
明
治

三
十
一
年
羅
馬
市
に
於
て
寓
国
連
合
東
洋
学
会
を
開
催
の
節
、
当
時
南
方
熊
楠
氏

は
ロ
ン
ド
ン
に
在
学
中
な
り
し
が
ロ
ン
ド
ン
大
学
総
長
ヂ
ツ
キ
ン
ス
男
の
紹
介
に

て
此
学
会
に
燕
石
考
を
提
出
せ
り
、
此
燕
石
考
は
十
三
ヶ
国
の
国
語
を
以
て
起
述

せ
る
も
の
に
し
て
南
方
氏
が
心
血
を
濯
げ
る
大
著
述
な
る
が
当
時
此
論
文
を
審
判

す
る
も
の
な
か
り
し
為
め
世
に
現
は
れ
ず
し
て
止
み
し
と
い
ふ
、
然
る
に
今
回
和

蘭
国
ア
l
ヘ
ム
市
に
於
て
ベ
ン
セ
氏
編
輯
長
と
な
り
「
フ
ラ
l
ゲ
ン
、

エ
ン
、

メ

ツ
デ
ツ
デ

i
レ
ン
ゲ
ン
」
、
(
文
学
考
古
学
史
学
博
言
学
に
関
す
る
学
識
交
換
雑
誌
)

を
発
行
す
る
事
と
な
り
既
に
去
月
七
日
其
第
一
号
を
発
行
せ
し
が
在
東
京
和
蘭
国

公
使
館
書
記
ス
テ
ツ
セ
ル
博
士
の
懇
請
に
よ
り
南
方
氏
は
此
雑
誌
の
特
別
寄
書
家

た
る
事
を
承
諾
し
今
後
同
雑
誌
に
件
の
燕
石
考
を
発
表
せ
ら
る
、
由
、
氏
の
語
る



所
に
よ
れ
ば
此
著
は
明
治
十
八
年
稿
を
起
し
爾
来
二
拾
余
年
間
研
究
を
継
続
し
今

尚
ほ
執
筆
し
っ
、
あ
る
も
の
に
て
氏
に
取
り
て
は
最
も
快
心
の
著
述
な
り
と
、
此

論
文
の
一
部
は
遠
か
ら
ず
本
邦
の
人
類
学
雑
誌
に
も
掲
載
せ
ら
る
べ
し
と
い

ふ」

(5)

と
書
か
れ
て
い
る
。
ベ
ン
ゼ
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
公
使
館
の
ス
テ
ッ
セ
ル
を

通
じ
て
熊
楠
へ
寄
稿
依
頼
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
豆
一
何
百
当
日
戸
。

可包

E
g
F。
F
S
σ
6
8
E
m
者一問。一
ω
由
。
込
汽
の
概
要
を
紹
介
し
た
「
馬
に
関
す

る
民
俗
と
伝
説
」
(
『
太
陽
』

一
九
一
八
年
)
に
も
、
「
右
は
東
京
の
蘭
国
公
使
館

書
記
官
ス
テ
ッ
セ
ル
博
士
の
請
に
任
せ
、

一
九
一

O
年
発
行
『
フ
ラ
l
ゲ
ン
・
エ

ン
・
メ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
」

へ
出
し
た
拙
稿
の
大
意
で
あ
る
」

(6)

と
書
か
れ
て

い
る
。
ベ
ン
ゼ
で
は
な
く
、

ス
テ
ッ
セ
ル
が
熊
楠
を
選
ん
だ
可
能
性
も
あ
る
。
し

か
し
、
創
刊
号
に
添
え
ら
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
ベ
ン
ゼ
あ
る
い
は
ス
テ
ッ
セ
ル
の

書
簡
は
現
存
せ
ず
、
詳
細
な
経
緯
は
分
か
ら
な
い
。
と
も
か
く
、
オ
ラ
ン
ダ
の
雑

誌
か
ら
わ
ざ
わ
ざ
投
稿
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
熊
楠
に
と
っ
て
国
際
的
な
評

価
を
与
え
ら
れ
た
も
同
然
で
、
す
ぐ
さ
ま
原
稿
を
用
意
し
は
じ
め
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
て
「
燕
石
考
」
を
寄
稿
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
熊
楠
だ
が
、
結
局
、
こ

ち
に
は
取
り
止
め
に
し
て
し
ま
う
。
そ
の
間
の
事
情
は
日
記
等
か
ら
も
読
み
取
る

こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
が
、
代
わ
り
に
書
か
れ
た
の
が
長
信
者
同
5
司
岳
民
主
吾
。

「
忠
岡
戸
寸
己
旬
。
ロ
宮
町
項
目
向
。
一
∞
回
。
ι
u
¥

で
あ
っ
た
。
五
月
一
一
一
一
一
日
の
日
記
に
「
終
日

回
8
2
へ
状
、
冨

8
項目
5
司包

z
a
p。
EEσ
唱
。
ロ
宮
町
垣
間
。
一
ω
ぎ
身
認
め
出

す
。
・
:
牟
婁
新
報
「
姦
夫
笑
話
の
研
究
」
草
す
。
本
日
ベ
ン
セ
氏
へ
お
く
れ
る
文

の
訳
也
」

(
7
)

と
あ
る
。
ベ
ン
ゼ
の
も
と
に
届
い
た
原
稿
は
、
六
月
一
七
日
の
==;] 

フ

ラ
ヘ
ン
』
二
四
号
の
巻
頭
論
文
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
(
「
冨
主
主
。
巳
E
m
g
欄」)。

こ
の
号
の
目
玉
で
あ
っ
た
「
ハ
レ

l
特
集
」
(
同
年
四
月
二

O
日
に
ハ
レ

l
琴
星

『
フ
ラ
ヘ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
』
誌
と
南
方
熊
楠

が
最
接
近
し
た
)
の
前
に
置
か
れ
て
お
り
、
き
わ
め
て
丁
重
な
扱
い
を
受
け
て
い

る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、
オ
ラ
ン
ダ
の
雑
誌
で
は
あ
る
が
、
熊
楠
の
論
文
は
英

語
で
書
か
れ
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
掲
載
さ
れ
た
。
熊
楠
は
オ
ラ
ン
ダ
語
が
で
き
な

一
八
九
六
年
八
月
二
二
日
の
『
ネ
イ
チ
ャ

l
』
に
掲
載
さ
れ
た

「
マ
ン
ド
レ
イ
ク
」
補
足
で
は
、
「
私
の
理
解
の
及
、
は
な
い
オ
ラ
ン
ダ
語
」

(8)

と

か
っ
た
よ
う
で
、

述
べ
て
い
る
。

五
月
二
三
日
の
日
記
中
の
「
牟
婁
新
報
「
姦
夫
笑
話
の
研
究
」
草
す
。
本
日
ベ

ン
セ
氏
へ
お
く
れ
る
文
の
訳
也
」
は
、
五
月
二
七
日
と
三

O
日
に
分
載
さ
れ
た
『
牟

婁
新
報
』

の
記
事
「
雑
誌
メ
ツ
デ
デ

1
リ
ン
ゲ
ン
、

エ
ン
、

フ
ラ
ゲ
ン
に
寄
せ
た

る
南
方
先
生
の
情
話
」
に
当
た
る
。
「
神
社
合
杷
論
を
以
て
天
下
を
震
骸
せ
し
め

た
る
南
方
熊
楠
先
生
は
、
常
々
顕
微
鏡
を
相
手
に
蘇
苔
の
研
究
に
余
念
も
な
き
に
、

何
し
ろ
非
凡
の
精
力
を
有
す
る
先
生
の
事
に
て
前
年
帰
朝
以
来
内
外
の
典
籍
を
調

べ
東
西
の
古
話
但
伝
の
比
較
に
勉
め
ら
れ
一
昨
年
六
月
の
『
早
稲
田
文
学
』
に
は

「
大
日
本
時
代
史
に
載
す
る
古
話
三
則
」
の
長
篇
を
掲
げ
ら
れ
其
他
欧
米
諸
国
の

雑
誌
や
会
報
に
面
白
い
情
話
を
盛
ん
に
掲
載
せ
ら
る
、
左
に
掲
ぐ
る
も
の
は
数
日

前
、
先
生
が
英
文
に
草
し
て
和
蘭
国
の
雑
誌
「
メ
ツ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
、
エ
ン
、

フ
ラ
ゲ
ン
」
に
寄
せ
た
る
情
話
の
梗
概
な
り
」

(9)

と
し
て
、
以
下
、
，
冨
何
言
者
同
戸
。

官
官
件
。
ι
吾。

HbEσ
ロ
旬
。
ロ
『
宮
司
院
の
-
∞
回
。
門
同
U
1

の
概
要
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
本

稿
で
は
、
末
尾
に
参
考
資
料
(
二
)
と
し
て
、
豆

mg
項目
5
3
E
Z【ご
Z
F
9
5ヴ

ロ旬。ロ

F
E
割問。一
ω
回
。
身
唱
の
翻
訳
を
収
め
た
の
で
、
詳
し
く
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ

れ
た
い
。

内
容
は
、
ま
ず
イ
ギ
リ
ス
の
』
同
ど
雲
マ
ミ
ミ
ミ
q
g
N
S
(
一
五
二
五
年
頃
)

か
ら
、
あ
る
画
工
が
旅
に
出
る
に
あ
た
り
、
か
ね
て
か
ら
不
貞
を
疑
っ
て
い
た
妻



志

村

真

幸

の
お
腹
に
、
用
心
の
た
め
羊
の
絵
を
描
い
て
お
い
た
が
、
帰
っ
て
き
て
み
る
と
、

角
の
な
い
羊
を
描
い
た
は
ず
が
、

い
つ
の
ま
に
か
二
本
の
角
を
生
や
し
た
羊
の
絵

に
な
っ
て
い
た
と
い
う
話
を
取
り
上
げ
、
こ
れ
を
A
・
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
・
リ
l

の
同
制
。

b
s
s
-
S命
、
。
ぉ
二
宮
旬
。
将
司
、
。
s
s
s
a
k山おお向。句、
Nhg(
一
九

O
九
年
)
に
出
て

い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
類
話
と
比
較
し
、
さ
ら
に
日
本
の
無
住
道
暁
に
よ
る
『
沙
石

集
』
(
一
二
八
三
年
)
に
、
よ
り
早
い
時
代
に
書
か
れ
た
類
話
が
あ
る
の
を
指
摘

し
て
い
る
。
こ
ち
ら
で
は
寝
て
い
た
は
ず
の
牛
が
立
ち
上
が
っ
て
い
る
。
熊
楠
が

し
ば
し
ば
行
っ
た
東
西
の
説
話
を
比
較
す
る
研
究
の
ひ
と
つ
で
、
東
洋
の
例
が
西

洋
よ
り
三

O
O
年
も
先
行
し
て
い
る
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
点
に
眼
目
が
あ
っ

た。
熊
楠
は
豆

8
5
3
E
E
P乙
S
F
石

8
5ヨ向。一
ω
回
。
身
噌
を
何
度
か

日
本
語
に
書
き
な
お
し
て
お
り
、
「
羊
を
女
の
腹
に
画
き
し
話
」
と
し
て
『
民
俗
』

(
一
九
二
二
年
五
月
の
一
年
一
報
、

一
九
一
四
年
四
月
の
二
年
二
報
)
に
掲
載
、

さ
ら
に
追
補
さ
れ
て
、
一
九
二
六
年
に
『
続
南
方
随
筆
』
に
収
録
さ
れ
た
。
『
民
俗
』

掲
載
時
に
は
、
中
国
の

『
笑
林
広
記
』
か
ら
蓮
の
花
を
描
い
た
は
ず
が
消
え
て
し

ま
っ
て
い
た
と
い
う
類
話
が
加
え
ら
れ
た
。
『
続
南
方
随
筆
』

で
は
、
吉
備
慶
三

郎
か
ら
教
え
ら
れ
た
と
い
う
和
歌
山
市
の
類
話
二
篇
(
描
い
た
鷲
が
移
動
し
た
話
、

玄
米
が
白
米
に
な
っ
た
話
)
が
追
補
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
「
馬
に
関
す
る

民
俗
と
伝
説
」
(
「
全
集
』

一
巻
二
三
三

1
二
三
四
頁
)
、
「
西
暦
九
世
紀
の
支
那
書

に
載
せ
た
る
シ
ン
ダ
レ
ラ
物
語
」
(
『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』

三

O

O
号、

一
九
二
年
、
『
全
集
』
二
巻
二
一
四
j

一
二
五
頁
)
、

一
九
一
二
年
三
月
二
九
日

付
の
柳
田
国
男
宛
書
簡
(
「
全
集
』
八
巻
二
八
八
j
二
八
九
頁
)
に
も
、
概
容
が

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
は
英
文
と
く
ら
べ
る
と
か
な
り
の
省
略
と

四

追
補
が
認
め
ら
れ
、
原
文
に
も
っ
と
も
忠
実
な
の
は
、
新
聞
記
事
「
雑
誌
メ
ツ
デ

デ
l
リ
ン
ゲ
ン
、

エ
ン
、

フ
ラ
ゲ
ン
に
寄
せ
た
る
南
方
先
生
の
情
話
」
と
な
っ
て

い
る
。『
フ
ラ
ヘ
ン
』
に
掲
載
さ
れ
た
の
は
長
自
項
目
5
富一
E
a再
g
F記
号
石
8
7
E

者
同
ぺ
ω
図。円四
M
1

だ
け
で
あ
っ
た
が
、
実
は
熊
楠
は
ほ
か
に
も
も
う
一
本
、
『
フ
ラ

ヘ
ン
』
に
投
稿
し
て
い
る
。
六
月
二

O
日
の
日
記
に
、
「
蘭
国
雑
誌
メ
デ
デ
l
リ

ン
ゲ
ン
・
エ
ン
・
フ
ラ
ゲ
ン
へ
投
書

Z
2
2
8
∞292E-ω
ロ
2
3
2
8
を
認

め
に
か
か
る
」
(
叩
)
と
あ
り
、
七
月
一
日
に
「
フ
ラ
ゲ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
1
リ

ン
ゲ
ン
え
寄
る
「
デ
カ
メ
ロ
ン
」
附
記
論
文
、
十
二
夜
か
か
り
し
な
り
。
参
考
書

十
六
種
。
英
4
、
仏
2
、
独
1
、
伊
1
、
和
6
、
漢
2
」
(
日
)
と
完
成
、
そ
し
て

翌
日
「
出
。

5
0
氏
へ
状
認
め
お
は
る
。

Z
2
2
。
ロ
回
。
。
"
の
の

zdロ
2mW505ロ

十
五
葉
也
。
下
女
し
て
午
後
五
時
書
留
に
て
送
る
」
(
ロ
)
と
発
送
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
考
は
未
掲
載
に
終
わ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
『
フ
ラ
ヘ
ン
』

は
六
月
二
四
日
発
行
の
二
五
号
で
廃
刊
と
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
る
。
南
方
熊
楠

顕
彰
館
に
は
、

一
九
一

O
年
七
月
二
四
日
付
の
ベ
ン
ゼ
か
ら
の
葉
書
(
消
印
も
同

日
)
と
、
翌
二
五
日
の
消
印
の
あ
る
空
の
封
筒
が
残
っ
て
い
る
。
葉
書
に
は
、
廃

刊
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
の
謝
罪
が
書
か
れ
(
本
稿
の
末
尾
に
参
考
資
料
(
一
)

と
し
て
翻
刻
し
た
)
、
空
の
封
筒
に
は
返
送
さ
れ
た
熊
楠
の
原
稿
が
入
っ
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
日
記
等
に
記
述
が
見
ら
れ

な
い
。
手
紙
の
届
い
た
で
あ
ろ
う
八
月
末
か
ら
九
月
初
頭
に
は
、
熊
楠
は
神
社
合

組
関
係
の
事
件
で
収
監
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
ネ
イ
チ
ャ
l
』

へ
の
投
稿
が
不
採
用
に
な
っ
た
際
に
も
、
熊
楠
は
無
視
の
姿
勢
を
取
る
こ
と
が

あ
っ
た
点
も
考
え
あ
わ
せ
る
必
要
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。



返
送
さ
れ
た
原
稿
は
、
九
月
二
三
日
に
コ
リ
ン
グ
ウ
ッ
ド
・
リ
l
へ
転
送
さ
れ

た
よ
う
で
、
こ
の
日
の
日
記
に
「
〉
・
。

-F2
状

(
先
日
和
欄
フ
ラ
ゲ
ン
・
エ
ン
・

メ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
よ
り
返
送
の
草
稿
お
く
る
と
き
と
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、

リ
l
に
送
ら
れ
た
原
稿
が
ど
う
な
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、
内
容
に

五
月
一
七
日
の
日
記
に
あ
る
「
回
。

g
2
Z
L
)
2自
5
5
p
ロ
ミ
ω

z。
s-ω
に
似
た
る
独
逸
話
、
後
家
己
れ
の
ほ
れ
た
男
子
己
れ
に
逼
る
と
教
師
に

つ
い
て
は
、

告
て
、
己
れ
の
室
に
忍
び
入
る
法
を
其
男
に
伝
る
話
し
に
似
た
る
日
本
話
を
、
昨

夜
お
そ
く
な
る
迄
酉
鶴
の
書
に
付
き
探
り
し
も
見
出
ず
、
今
日
漸
く
朝
か
ら
午
後

一
洞
の
寛
閥
大
臣
気
質
、
三
の
巻
三
章
よ
り
見
出
す
」

(
M
)

二
時
迄
か
か
り
で
、

が
該
当
す
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と

4
Z
ロ
2
R
S
E
R
g
〉
出
色
。
m
z
g

吉
弘
宮
、

E-zz.
の
タ
イ
ト
ル
で
、
『
N
&
Q』
投
稿
用
に
準
備
さ
れ
て
い
た
も
の

な
の
だ
が
、
途
中
で

『
フ
ラ
ヘ
ン
』
用
に
切
り
か
え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
ひ
と
つ
注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
こ
の
二
本
が
あ
か
ら
さ
ま
に
性
的

な
テ

1
マ
を
取
り
上
げ
て
い
る
点
で
あ
る
。
本
稿
末
尾
の
翻
訳
を
見
て
い
た
だ
け

れ
ば
良
く
分
か
る
だ
ろ
う
。
実
は
『
N
&
Q』
は
性
的
に
倫
理
的
で
あ
り
、
露
骨

な
記
述
を
含
む
よ
う
な
論
考
は
採
用
さ
れ
に
く
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
れ
が
『
フ

ラ
ヘ
ン
』

で
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
の
国
情
の

違
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
の
点
は
熊
楠
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
持
っ
た
可
能

性
が
あ
る
。

熊
楠
の
投
稿
に
つ
い
て
は
以
上
で
あ
る
。

つ
づ
い
て
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
と
い
う
雑

誌
そ
の
も
の
、
ま
た
熊
楠
が
投
稿
を
要
請
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

『
フ
ラ
ヘ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
』
誌
と
南
方
熊
楠

「
フ
ラ
ヘ
ン
・
工
ン
・
メ
デ
デ

I
リ
ン
ゲ
ン
』
誌

『
フ
ラ
ヘ
ン
』
は
、

J
・
F
・
ベ
ン
ゼ

(
』
各
自
司
怠
包
片
窓
口
由
。
)
が
オ
ラ
ン

ダ
の
ア
l
ネ
ム
で
発
行
し
た
雑
誌
で
あ
る
。

一
九
一

O
年
一
月
七
日
に
創
刊
、
週

刊
で
発
行
さ
れ
た
が
、
六
月
二
四
日
に
二
五
号
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
廃
刊
と
な
っ

た
。
発
行
数
、
購
読
者
数
は
不
明
だ
が
、
短
期
間
で
廃
刊
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ

と
、
投
稿
者
の
顔
ぶ
れ
が
い
つ
も
少
数
の
き
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
限
ら
れ
る
こ
と

な
ど
か
ら
す
る
と
、
か
な
り
少
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
で
は
創
刊
号

を
中
心
に
取
り
上
げ
、
熊
楠
の
論
考
が
掲
載
さ
れ
た
二
四
号
に
つ
い
て
も
触
れ
る

こ
と
に
す
る
。

コ
ン
セ
プ
ト
、
体
裁
と
も
に
『
N
&
Q』
を
そ
っ
く
り
真
似
し
た
雑
誌
で
、
サ

イ
ズ
、
表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
、
誌
面
な
ど
、
「
N
&
Q』
と
見
間
違
え
ん
ば
か
り
で

あ
る
。
本
家
と
同
様
、
誌
上
で
の
情
報
交
換
を
目
的
と
し
た
雑
誌
で
、
読
者
か
ら

投
稿
さ
れ
た
論
考
に
よ
っ
て
全
頁
が
構
成
さ
れ
た
。
創
刊
号
冒
頭
で
ベ
ン
ゼ
が
発

行
の
企
図
を
記
し
て
お
り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
こ
の
小
雑
誌
の
目
的
は
、
歴
史
学
、

考
古
学
、
系
図
学
、
地
理
学
、
民
俗
学
、
言
語
学
、
文
字
学
、
書
誌
学
、
文
学
上

の
興
味
深
い
問
題
に
つ
い
て
、
投
稿
者
間
で
協
力
し
な
が
ら
継
続
的
に
研
究
し
て

い
く
こ
と
に
あ
る
」
き
と
さ
れ
、
表
紙
に
も
「
歴
史
学
、
考
古
学
、
地
理
学
、

民
俗
学
、
語
源
学
、
書
誌
学
の
た
め
の
雑
誌
」
と
明
示
さ
れ
て
い
る
。
『
フ
ラ
ヘ
ン
・

エ
ン
・
メ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
』
と
い
う
雑
誌
名
き
は
「
質
問
と
通
信
」
の
意

味
で
、
内
容
も
『
N
&
Q』

ク
エ
リ
l
、
リ
プ
ラ
イ
の
形
式
を
踏
襲

の
ノ
l
ト、

し
、
「
冨
包
怠

2
E
m
g
(通
信
)
欄
」
、
「
〈

5
m
g
(質
問
)
欄
」
、
「
旨

Z
g
a
s

(
応
答
)
欄
」
の
三
つ
か
ら
な
っ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
か
れ
た
論
考
が
多

五



士
ゆ

キナ

真

幸

、
み
宮
、

H
L
r
z
I
、

し
治
安
ヨ
削

フ
ラ
ン
ス
語
の
も
の
も
見
ら
れ
、
投
稿
規
定
で
は
ド
イ
ツ
語
も
認

め
ら
れ
て
い
る
。
途
中
か
ら
は
イ
ド
語
(
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
語
を
改
良
し
た
人
工
国

際
語
)
も
加
え
ら
れ
た
。
こ
の
点
に
『
N
&
Q」
と
違
い
が
あ
る
と
言
え
る
。
『
N

&
Q』
に
も
世
界
各
地
か
ら
投
稿
が
あ
っ
た
が
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
論
考
が
英
語
で

執
筆
さ
れ
て
い
る

(
文
中
の
引
用
で
は
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
、

フ
ラ
ン
ス
語
山

な
ど
が
自
由
に
使
わ
れ
て
い
る
が
)
。
投
稿
規
定
に
は
英
語
に
限
定
す
る
と
い
う

一
文
は
な
い
の
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
発
行
さ
れ
て
い
る
雑
誌
で
も
あ
り
、
慣
習
的

に
英
語
で
執
筆
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
『
フ
ラ

ヘ
ン
』
は
オ
ラ
ン
ダ
語
に
は
限
定
せ
ず
、
よ
り
国
際
的
で
あ
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
っ

た
。
た
だ
し
、
読
者
が
す
べ
て
の
論
考
を
理
解
し
え
た
か
は
定
か
で
な
く
、
そ
の

点
に
早
期
廃
刊
の
原
因
が
あ
っ
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

ベ
ン
ゼ
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
出
版
者
で
あ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
と
英
語
に
よ
る
出
版

物
を
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
お
よ
び
ロ
ン
ド
ン
で
手
が
け
た
。
『
N
&
Q』
に
も
投
稿

し
て
い
る
が
、

一
二
本
と
数
は
あ
ま
り
多
く
な
い
。

一
九

O
七
年
三
月
一
六
日
号

に
出
た
E
国
首
ぺ
唱
(
リ
プ
ラ
イ
)
が
初
投
稿
で
、
多
く
は
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
廃
刊
以

後
の
投
稿
に
な
る
。
内
容
は
英
文
学
と
言
語
学
関
連
の
も
の
が
多
い
。
ベ
ン
ゼ
も

投
稿
は
英
文
で
行
っ
て
い
る
。

価
格
は
一
号
あ
た
り
二

0
0
セ
ン
ト
(
送
料
込
み
)
、
年
間
購
読
料
は
七
ギ
ル

ダ
l
五
0
0
セ
ン
ト
(
送
料
込
み
で
は
八
ギ
ル
ダ
ー
)
。
同
時
に
外
国
人
読
者
向

斗
』
ノ
宇
」
、

l
p
v
 

一
号
あ
た
り
四
ペ
ン
ス
、
年
間
購
読
料
一
五
シ
リ
ン
グ
と
い
う
価
格
も
設

定
さ
れ
て
い
た
(
い
ず
れ
も
送
料
込
み
)
。
こ
こ
か
ら
も
外
国
人
投
稿
者
・
読
者

へ
の
意
識
が
き
わ
め
て
高
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

タ
イ
ト
ル
の
両
脇
に
は
、

テ
ニ
ス
ン
か
ら
の
引
用
語
。
宮
片
口
。
d

己
主
湾
立
月
町

_r_.. 
/"¥. 

呈
吾
吾
。
者
百
円
由
民

σ
E
-
2
7
2
7
2包【
HLrwS円。口。。祖国可

σ。時。
5
7
R
(出
典
は

g
g凶
472
↓S
F
S
Rて
と
メ

F
。5
8色
豊
ロ
mm
包
括

E
E
g
m
t
-
Z
H丘
ロ
♀

5
5宮
島
百

5
3・
(
出
典
は
試
の
の

7
8
8
E
5
.て
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ

れ
も
『
N
&
Q』
を
真
似
て
い
る
。
毎
週
金
曜
発
行
と
い
う
点
も
同
じ
で
あ
っ
た
。

『
フ
ラ
ヘ
ン
』
創
刊
号
の
表
紙
に
は
、
「
通
信
者
」
と
し
て
五
六
人
の
名
前
が
並

ん
で
い
る
。
多
く
は
オ
ラ
ン
ダ
人
だ
が
、
外
国
人
も
イ
ギ
リ
ス
の
問
問
回

2
E

∞
E
司
自
己
戸
、
ト
『
自
己

2
盟
主
F

』
自
戸
・
、
』
・
。
・
問
。
σ
。
尽
き
ロ
、
イ
タ
リ
ア
の
の
Zσ
。拝

回

5
5、
ア
メ
リ
カ
の
者
・
回

-
D
E
B
F、
ド
イ
ツ
の
の
・
寄
芯
2
、
ベ
ル
ギ
ー
の
出
・

F

。m
。E
笹口、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
虫
色
ω
E。ロ巳

F
E
g
s、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
司
・

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
回
・
者
同
g
m巳
の

一
一
人
が
出
て
い
る
。
特
筆
す
べ
き
は
、
こ
の
う
ち
回
5
E
以
外
の
一

O
人
が
『
N

∞日。
σ。ロ
Y
9
m
w
円、

フ
ラ
ン
ス
の
の
・
∞
ロ
伊
豆
F
E
b、

&
Q』
投
稿
者
だ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
方
で
、
オ
ラ
ン
ダ
国
内
の
通
信
者
に
は
、

回
・
回
・
問
。

2
2、
Z
・
ぐ
告
者
む
宵
、

kr
・回・国・∞
4
5
8
の
わ
ず
か
三
名
し
か
『
N
&
Q』

投
稿
者
が
確
認
で
き
な
い
。
ほ
と
ん
ど
は

「N
&
Q』
と
関
わ
っ
た
こ
と
の
な
い

人
物
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
人
通
信
者
に
は
、
ロ
『
・
な
ど
の
肩
書
き

を
持
つ
も
の
が
多
い
。
こ
こ
か
ら
は
、
国
外
か
ら
は
『
N
&
Q』
投
稿
者
を
、
国

内
か
ら
は
学
識
者
を
中
心
に
通
信
者
を
募
っ
た
こ
と
が
伺
わ
れ
る
。
な
お
、
熊
楠

の
論
考
が
掲
載
さ
れ
た
二
四
号
で
は
、
さ
ら
に
海
外
か
ら
の
通
信
者
が
増
え
て
い

る
が
、

熊
楠
の
名
は
出
て
い
な
い
。

創
刊
号
は
全
二
一
頁
。
冒
頭
に
ベ
ン
ゼ
に
よ
る
二
頁
半
に
わ
た
る
挨
拶
文
、

て〉

づ
い
て
「
冨

E
a
o
z
z
m
g
欄
」
に
一
一
本
、
「
〈
5
m
g
欄
」
に
一

O
本
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
創
刊
号
で
あ
る
た
め
「
〉
三
者
。
。

E
Oロ
欄
」
は
な
い
。
そ
の
ほ
か

書
評
欄
が
あ
る
。
巻
末
に
は
オ
ラ
ン
ダ
語
と
英
語
で
投
稿
規
定
が
説
明
さ
れ
て
い



る
。
「
冨

E
E
gロロ
m
g
欄
」
冒
頭
の
記
事
は
、
ラ
イ
デ
ン
の
冨
・
4

司・円四
0
5
2
2

に
よ
る

d
t図
。
言
言
。

-ED円
宮
佐
官
H

ぺ
と
い
う
も
の
で
、
日
本
の
天
狗
の
こ
と

を
論
じ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
投
稿
発
信
地
に
は
、
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
や
ラ
イ
デ
ン
な

ど
オ
ラ
ン
ダ
園
内
の
地
名
が
並
ん
で
い
る
が
、
国
外
か
ら
の
投
稿
も
四
本
が
認
め

ら
れ
る
。
「
冨
主
主

2
-
E
m
g
欄
」
に

U
E
g
E
P
E
W
E
E
-
の
面
司
自
♀
。
笥
え

4
2。
g
ョ
と

4
Z
回
ロ
偶
ロ
島
司
5
5
5
J
Z
3
1
E
-
z
m
o
s
g
の

d
t
z
m
F
f

宮
向
。
ピ

PIE-ロ
g
F二
ロ
品
。
メ
ロ
己

o
E
宮内肖

E
2
3・、「
4
5
m
g
欄
」

=司

∞
貯

σ。
己
戸
仰
向
の

d
Z
H
H
3
8尺
が
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
旬
自
己
め
∞
市
F
F
Eロ
・
と
者
・

∞Z
Z与
g『
は
英
語
、
国
-
F
。向。

5
8
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
書
い
て
い
る
。

ベ
ン
ゼ
は
本
家
『
N
&
Q』
に
も
創
刊
号
を
寄
贈
し
て
お
り
、
『
N
&
Q』

一
九
一

O
年
一
月
一
五
日
号
に
は
、
編
集
部
に
よ
る
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
に
つ
い
て
の

記
事
が
出
〈
い
る
。
「
こ
れ
は
オ
ラ
ン
ダ
版
『
ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
l
ズ』

で
あ
り
、
我
が
誌
の
構
成
や
ル

l
ル
に
ほ
ぼ
な
ら
っ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ

ン
ス
、
ド
イ
ツ
、

オ
ラ
ン
ダ
か
ら
投
稿
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
創
刊
号
に
は
、

一
七
世
紀
初
頭
の
オ
ラ
ン
ダ
の
図
書
館
に
つ
い
て
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ
た
ノ

1

ト、

E
5
2
2巳
F
E
P
氏
に
よ
る
困
苦
言
。

z
m旬
。
て
斗
。
己

g
ロ
ョ
唱
と

4
7
0

E
m
-
5
司
5
5
5
R
S。
き
と
い
う
英
語
で
書
か
れ
た
ノ
l
ト
、
「
ゴ
ッ
ド
」
の
起

源
に
つ
い
て
の
ク
エ
リ
!
と
『
N
E
D
』
か
ら
の
抜
粋
を
回
答
と
し
て
示
し
た
も

の
な
ど
が
出
て
い
る
」
(
げ
)
と
あ
る
。

二
四
号
は
全
八
頁
に
減
り
、
「
旨
包
包
2
ロロ
m
g
欄
」
に
は
八
本
、
「
4
5
m
g
欄」

に
は
三
本
、
「
旨
戸
一
件
当

g
E
S
欄
」
に
は
七
本
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
に
は
「
外

国
の
読
者
、
投
稿
者
の
た
め
に
」
と
題
し
た
欄
が
設
け
ら
れ
、
英
語
で
「
歴
史
家
、

考
古
学
者
、
系
図
学
者
、
地
理
学
者
、
民
俗
学
者
、
語
源
学
者
、
音
声
学
者
、
書

『
フ
ラ
ヘ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
』
誌
と
南
方
熊
楠

誌
学
者
、
文
学
の
学
徒
、
そ
し
て
こ
う
し
た
研
究
成
果
す
べ
て
に
関
心
あ
る
も
の

た
め
の
国
際
的
な
情
報
交
換
誌
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
頁
数
の
減
少

の
ほ
か
、
広
告
欄
に
も
空
白
が
目
立
つ
な
ど
、
雑
誌
と
し
て
の
危
機
は
明
ら
か
で

あ
り
、
実
際
に
翌
号
で
廃
刊
と
な
っ
て
し
ま
う
。

さ
て
、
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
を
見
る
に
当
た
っ
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
徹
底
的
な
『
N

&
Q』

の
模
倣
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
『
N
&
Q』
投
稿
者
を
積
極
的
に
勧
誘
し
た

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
特
に
後
者
に
触
れ
て
お
き
た
い
。
た
と
え
ば
、

E
E
g

へ
の
投
稿
数
が
約
一
一

O
O
本
に
の
ぼ
り
、
同
誌
を

苫
巳
F

』
日
戸
・
は
『
N
&
Q』

代
表
す
る
常
連
投
稿
者
の
ひ
と
り
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
投
稿
の
内
容
も
中
国
や
日

の

本
に
関
す
る
も
の
が
目
立
つ
な
ど
、
国
際
的
な
視
野
が
認
め
ら
れ
る
人
物
で
あ
っ

た
。
こ
う
し
た
人
物
を
ベ
ン
ゼ
は

『
フ
ラ
ヘ
ン
」
に
引
き
込
も
う
と
し
て
い
た
の

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
『
N
&
Q』
へ
の
投
稿
者
の
大
部
分
は
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
あ
え
て
ベ
ン
ゼ
は
ア
メ
リ
カ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

ス

ウ
ェ

l
デ
ン
か
ら
の
投
稿
者
に
声
を
か
け
て
い
る
。
そ
こ
に
あ
っ
た
の
は
『
フ
ラ

ヘ
ン
』
を
国
際
的
な
雑
誌
に
し
た
い
と
い
う
も
く
ろ
み
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
熊
楠

に
つ
い
て
も
、
同
様
に
理
解
さ
れ
る
。
日
本
か
ら
の
投
稿
者
と
し
て
目
立
つ
存
在

で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
熊
楠
は
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
へ
の
寄
稿
を
依
頼
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た。
そ
し
て
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
に
似
た
雑
誌
で
、
熊
楠
を
取
り
込
も
う
と
し
た
も
の
が

も
う
一
誌
あ
っ
た
。

一
九
一
二
年
二
一
月
二
七
日
の
熊
楠
の
日
記
に
、
「
チ
カ
ゴ

市
回
g
m
g。
冨
Q
持
。
印
刷
物
一
(
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ノ
l
ツ
・
エ
ン
ド
・

キ
リ
ス
出
板
の
見
込
書
也
)
」
(
路
)
と
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
の
マ
ク
バ
イ
ク
か
ら

N
S
H
S
S
S足
。
叫
室
内
宅
。

s
s
a
C両
足
立
g
~
N
s
s
d
ぎ
な
さ
足
。
言
3
G
C
ミ
ω
足
。
言
、
。

七



志

真

幸

キナ

の
購
読
・
投
稿
の
誘
い
が
来
た
の
で
あ
る
。

マ
ク
バ
イ
ク
は
編
集
者
・
出
版
者
と

し
て
活
躍
し
た
ほ
か
、
科
学
史
家
と
し
て
ハ
レ

l
に
つ
い
て
の
著
作
も
手
が
け
た

人
物
で
あ
っ
た
。
『
N
&
Q』
と
「
フ
ラ
ヘ
ン
』

の
両
方
の
投
稿
者
で
、
『
フ
ラ
ヘ

ン
』
二
四
号
の
「
ハ
レ

l
特
集
」
に
は
、
面
包
】
。
可
-mtQgσ
唱
と
い
う
論
考
を
寄
せ

て
い
る
。
ま
た
『
N
&
Q』
の
一
九
O
五
年
二
月
一
一
日
号
に
は

H
2巴
云
♀

g

自門田

p
g巳
g
ョ
と
い
う
ク
エ
リ
ー
を
出
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
「
イ
ギ
リ
ス
の

ロ
ー
カ
ル
版
「
ノ

1
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
l
ズ
』
に
つ
い
て
の
一
覧
が
あ
れ
ば
、

イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
を
調
べ
る
の
に
、

ア
メ
リ
カ
の
読
者
に
有
用
で
あ
ろ
う
。
独
立

し
た
雑
誌
だ
け
で
な
く
、
新
聞
な
ど
に
含
ま
れ
る
「
ノ

I
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー

ズ
」
欄
に
つ
い
て
も
」
(
印
)
教
え
て
ほ
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
活
動
の

結
果
と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
同
ミ
ミ
ポ
ミ
ぢ
S-Q目
見
。
定
ω
Q
s
a
C両
足
立

S
で
あ
っ
た
。

同
誌
は
同
制
。
』
尚
喜
起
き
ぬ
《
同
な
さ
さ
の
別
冊
と
し
て
一
九
一
一
一
年
に
創
刊
さ
れ
、

英
語
の
ほ
か
、
イ
ド
語
で
の
投
稿
を
受
け
付
け
、
副
題
も
イ
ド
語
で
付
け
ら
れ
た
。

マ
ク
バ
イ
ク
に
は
イ
ド
語
で
書
か
れ
た
著
作
も
あ
り
、
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
に
イ
ド
語

が
加
わ
っ
た
の
も
、
マ
ク
バ
イ
ク
の
要
請
に
よ
る
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、

町三
s
s
a
ε
s
a
h『
a
g
Q
s
a
C
N足
立
S
は
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
以
上
の
失
敗
に
終
わ
る
。

一
九
二
二
年
に
第
二
号
を
出
し
た
と
こ
ろ
で
、
早
く
も
打
ち
切
り
と
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
あ
る
。
結
局
、
熊
楠
が
投
稿
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

「

N
&
Q』
を
模
倣
し
た
雑
誌
群

『
フ
ラ
ヘ
ン
』
と
同
様
、
『
N
&
Q』
を
模
倣
し
た
雑
誌
は
イ
ギ
リ
ス
国
内
外
に

広
く
見
ら
れ
た
。
本
節
で
は
、
そ
れ
ら
を
一
覧
化
し
た
う
え
で
術
撒
的
に
眺
め
、

J¥ 

全
体
的
な
特
徴
と
傾
向
を
つ
か
む
こ
と
と
し
た
い
。

と
は
い
え
質
疑
応
答
の
雑
誌
は
、
『
N
&
Q』
が
最
初
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、

以
前
か
ら
存
在
し
た
。

イ
ギ
リ
ス
で
初
期
の
も
の
と
し
て
有
名
な
の
は
、

一
六
九
一

1
九
七
年
に
ロ
ン
ド
ン
の
出
版
業
者
守
Y
ロ
ロ
ロ
己
。
ロ
に
よ
っ
て
発
行

さ
れ
た

ktrsss
』
hsgさ
で
あ
り
、
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
質
問

(psq)

に
ア
シ

l
ニ
ア
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
と
称
す
る
編
集
部
付
き
顧
問
団
が
回
答

(〉

5
4句
。
『
)
す
る
形
式
の
質
疑
応
答
雑
誌
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
『
N

で
も
一
八
七
八
年
七
月
二
七
日
号
に

K
R
S宏
一
宗
門
m
g
gロ
が
。

Z
2
2

8
ι
P
5
E
g
E
p
o
∞2
8
Z
S
S
F
Eロ
門
司
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
実
際
、

一
般
的
に
言
っ
て
読
者
投
稿
に
よ
る
質
疑
応
答
欄
は
人
気
の
あ
る
も
の
で
、
新
聞

&
Q』

や
雑
誌
に
そ
う
し
た
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
例
は
少
な
く
な
い
。
し
か
し
、
『
N

&
Q』

の
創
刊
以
降
、
そ
う
し
た
質
疑
応
答
・
読
者
投
稿
の
形
式
が
『
N
&
Q』

の
イ
メ
ー
ジ
を
中
心
に
、
国
定
化
・
一
般
化
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
タ
イ
ト
ル
に

Z
♀

g
g
ι
P
5巳
g
と
い
う
言
葉
が
含
ま
れ
る
な
ど
、
明
ら
か
に
影
響
を
受
け
、

形
式
を
真
似
た
雑
誌
が
次
々
と
出
さ
れ
、
ま
た

b
r
s
s
s
ミ
ミ
J
S
Q
で
は
ク
エ

ノ
ー
ト
と
ク
エ
リ

1
に
変
化
す
る
。
「
質
問

リ
l
と
ア
ン
サ
ー
だ
っ
た
も
の
が
、

と
応
答
」
で
は
な
く
、
「
短
信
と
質
問
」
が
対
を
な
す
言
葉
と
し
て
広
ま
る
の
で

(
も
ち
ろ

あ
る
。
ま
た
「
質
問
」
も
心
ロ
2
可
で
あ
っ
て
、
心
戸

Mgz。
ロ
で
は
な
い

ん
例
外
も
あ
る
が
)
。
こ
れ
ら
の
点
に
、
『
N
&
Q』
の
影
響
の
大
き
さ
が
見
て
取

れ
る
の
で
あ
る
。

入山

HFS帆
9
3
ミ
ミ

-
S
G
に
つ
い
て
の
ノ

1
ト
が
出
た
よ
う
に
、
『
N
&
Q」

稿
者
た
ち
は
類
似
の
雑
誌
へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
よ
う
で
、
誌
面
に
何
度
も
話
題
の
投

が
出
て
い
る
。

一
八
八

O
年
四
月
一
七
日
号
の
冨
・
巴
・
同
・
の
ク
エ
リ
ー
に
は
じ
ま



る
議
論

H
。
g
H
Z
2
0
m
m
g
ι
P
5
E
2
.
は
い
っ
た
ん
終
息
じ
た
の
ち
も
、

一
九

O
五
年
に
も
同
題
で
投
稿
が
行
わ
れ
た
し
(
投
稿
総
数
一

O

一
八
九
二
年
、

本
)
、
一
八
八
三
年
二
一
月
二
九
日
号
の
当
・
国
・
同
・
当
E
m
宮
の
ノ
l
ト
吋
。
-Z君。
5

。
t
Z
2
2
m
g
ι
c
c
o
E
gき
に
は
じ
ま
る
議
論
(
投
稿
数
二
本
)
、
一
九
二
八
年

一
二
月
二
二
日
号
の
同
・
出

a
m
2
巧
包

Z
g
の
ノ

l
ト

d
F
o
t
z。
zm自
己

C
S
E
2
5
を
き
っ
か
け
と
し
た
議
論
(
投
稿
数
一
一
一
本
)
も
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、

一
九
六
七
年
二
一
月
一
二
日
号
の
出
・

3
包
0
5笹
口
の
ク
エ
リ

l
辰
吉

2
古

mg

R
Z
2
g
g
ι
p
c
o
E
g
:二
八
八
四
年
一
一
月
一
日
号
の

E
E
E弓
の
ク
エ
リ
ー

吋
Z
Y
R
Z
2
2
8
ι
C
5
E
2
3・
(
そ
う
い
っ
た
雑
誌
が
あ
る
か
と
尋
ね
る
も
の
。

な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
)
な
ど
、
個
別
の
ロ
ー
カ
ル
版
『
N
&
Q』
に
つ
い
て
の

投
稿
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
の
論
考
を
も
と
に
、
各
種
資
料
か
ら
補
い
つ
つ
、
『
N

&
Q』

の
類
似
雑
誌
を
一
一
、
覧
に
し
た
も
の
が
{
表
1
】

で
あ
る
。
発
行
年
、
雑
誌

タ
イ
ト
ル
、
発
行
地
を
示
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ニ
れ
で
ロ
ー
カ
ル
版
『
N
&
Q』

の
す
べ
て
が
網
羅
さ
れ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
実
際
に
『
N
&
Q』
の
投
稿
者

た
ち
が
気
付
か
な
か
っ
た
の
も
あ
り
、
た
と
え
ば
日
本
で
出
た
『
愛
書
趣
味
』
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
ノ

1
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ

1
ズ
」
と
名
乗
っ
て

い
な
い
も
の
に
は
特
に
見
落
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
と
思
わ
れ
る
。

と
は
い

え
、
こ
の
一
覧
だ
け
で
も
、
大
量
の
類
似
雑
誌
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
だ
ろ

、っ。
さ
ら
に
、
【
表
1
】

で
は
、
独
立
し
た
雑
誌
・
定
期
刊
行
物
の
み
を
取
り
上
げ

た
が
、
実
際
に
は
新
聞
や
雑
誌
の
な
か
に
「
ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
l
ズ
」
コ

l

ナ
ー
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
に
つ
い
て
も
本
家
『
N

&
Q』

で
指
摘
・
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿
で
は
調
査
が
不
充

『
フ
ラ
ヘ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
』
誌
と
南
方
熊
楠

[表 1]Notes and Queriesから派生した雑誌群の一覧
発行年 雑誌名 発行地

イングフンド

1856 Somerset Notes αnd Queries ロンドン

1858-1910 The Eαst Angliαη; 0η Notes αnd Queries foγSuffolk， Gαmbridge， ラウズトフト

EssexαndN01ブ'olk

1872-73 Eαstern Countries Collectaneα ノリッジ

1878-90 MαnchesteγNotesαηd Queries マンチェスタ

1879-1914 Gloucestershire Notes and Queri白 ロンドン

1881-85 AdveγtiseγNotesαnd QueriesCheshiγ'eNotes αnd Queries ストックポート

85-1912 

1883-98 Hαmpshiγ'eNotes αnd Queries ウ千ンチェスタ

1884-1931 Noγthαmptoη.shiγ'eNotes αnd Queries ノーサンプトン

1884-87、92-99 Shropshire Notes αnd Queries シュルズベリ

1885-1909 Yorkshiγ'eNotes αnd Queries ピングリー

1886-93 Bedfoγ'dshiγ'eNotes αnd Queries ベドフォード

1888-92 Notes αnd Gleanings:αMonthly Mαgazine devoted chiejly to Devon エクセター

αndCo門~wαU

1888-1936 L伽colnshiγeNotesαnd Queries ホーンカスル

1888-91 Notes αnd Queries foγSomerset and Doγ'set シャーボーン

1889-95 Leicestershか レスター

1889-94 The Kentish Note Book: α 亙乱~lf- Yeα，rly Mαgα，zine of Notes， Queries， グレイヴセンド

αnd Replies on Subjects connected with the County of Kent 

1890-91 Berkshire Notes and Queries ロンドン

九



発行年 雑誌名 発行地

1891 Fenland Notes αnd Queries ピーターバラ

1892-98 Nottsαηd Derbyshire Notes αnd Queries ノッティンガム/

ダービー

1894-98 Middlesexα，nd Hertfordshire Notes and Queries→ The Home ロンドン

99-12 Counties Magazine 

1896-1916 s弓ltshiγeNotesαnd Queries ロンドン

1900 South 拘rkshiγ'e，Deγbyshiγe， Notts.，αnd Lincolnshiγe Notes αnd シェフィールド

Qu肝 ies

1901-10 DevonNotes αnd Queries→DevonαndCorm デヴオン

11-74 エクセター

1905-09 Yorkshire Notes a:明'A1Queries ピンリー

1906-07 Northern Notes and Queries ニューカスル

1909-14 Notes αnd QueγiesfoγBγomsgγoveαnd the Distr・ictof Centγαt ブロムズグローヴ

Woγ'cesteγ'Shiγe 

1927-71 Sussex Notes αnd Queries ルイス

英国その他

1886-1903 Scottish Notes and Queries エデインパラ

1887-1935 The Scottish Antiquary， 0ηNorthern Notes αnd Queries エデインパラ

1908-15 Aberdeen JournαlNotes αnd Queries アバディーン

1887-91 Cymru fu : Notes αnd Queriesγ'elαting加 theP，αstHistory of Wαles カーデイフ

αnd theBoγdeγCounties 

1889-91 Cαrmαγthenshiγ'eNotes αnd Queries スラネリー

1902-? CαmbriαnNotes αnd Queries カーデイフ

アメリカ

1857 AmericαnNotes αnd Queries フィラデルフイア

1857 The Historical MαgαzineαndNotes αnd Queries ボストン

? Notes αnd Queries マンチェスタ(ニュー

ハンプシャー)

1912聞13 International Notes and Queries: Inteγ礼αcionaNotaro e ニュ}ヨーク

Q包estio¥九αγo

1962-86 American Notes and Queries ニューヘヴン

1900-01 NoγthAmer記側~Notes and Queries ケベック

196Eト CαnαdiαnNotes αnd Queries モントリオール

ヨーロッパ

1851-1960 DeNavoγ'Scheγ アムステルダム

1864-1940 L'Intermed旬4γ'edes Chercheuγ's et Curieux パリ

1865-66 El ConsultoγUniversal: Notes and Queries espα7ト ol バルセロナ

1910 Frαgen en Mededeel加。仰 アーネム

アジア

1867-69 Notes αnd Queries on Chinaαnd J，αpαn:αMonthly Med仰mof 香港

72問1901 Intercommunicαtion→ The China Rev的ρ，or， Notes αnd Queries on 
theFarEαst 

1883-86 Pαnjαb Notes αnd Queries→ Indiαn Notes αnd Queries→North アラハバード(インド)

86-87 IndiαnNotes αnd Queries 

91-96 

1893-96 The Monthly Literα，ry RegisteγαndNotes αnd Queries foγCeylon コロンボ

1925-32、 愛書趣味:Notes and Queries for Readeγ'S and Writers， Collectors 東京

49-50 αndLibγαriαηs 
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。



分
で
あ
る
た
め
、
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
新
聞
等
に
掲

載
さ
れ
た
質
疑
応
答
を
半
年
あ
る
い
は
一
年
分
く
ら
い
で
ま
と
め
、
定
期
刊
行
物

と
し
て
出
版
し
た
も
の
も
少
な
く
な
い
。
た
と
え
ば
、

マ
ン
チ
ェ
ス
タ
で
出
た

』

h
s
s
。
F
G
号
、
」
〈
。
s
s
s
a
C
ま
さ
ω
は
、
新
聞
で
あ
る
足
S
S
G
号
、

Q
Q
弓
2
2

紙
の
「
Z
2
2
m
g
ι
P
Z
2
z
m
欄
」
か
ら
読
者
の
関
心
を
ひ
き
そ
う
な
投
稿
を
抜

粋
し
て
、
毎
年
出
版
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
も
の
は
定
期
刊
行
物
に
準

じ
る
と
み
な
し
、
{
表
1
}
に
加
え
た
。
あ
る
い
は
同
様
に
ス
ト
ッ
ク
ポ
l
ト
の

新
聞
の
め
さ
忌
唱
。
三
』
門
出
足
立
な
ミ
紙
か
ら
は
、

一
八
八
一

1
八
五
年
に
季
刊
の

k

曲門MS1料品
ω
ミ
・
h
『
a
g
Q
s
a
C
£
ミ
仏
命
的
と
い
う
定
期
刊
行
物
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
が
、

八
五
年
に
〔
u
r
s
E
3
弓
a
s
s
s
a
c
ミ
ユ
S
と
し
て
独
立
し
た
雑
誌
に
な
っ
た
よ

う
な
例
も
あ
る
。

さ
ら
に
、
同
じ
く
新
聞
の
コ
ー
ナ
ー
か
ら
派
生
し
た
も
の
だ
が
、
雑
誌
で
は
な

く
書
籍
と
し
て
出
版
さ
れ
る
ケ
l
ス
も
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
パ

l
ケ
ン
ヘ
ッ
ド

一
八
九
二
、
九
三
年
に
つ
く
ら
れ
た

の
新
聞
の
匂
マ
な
お
な
g
a
b
『
ぬ
き
め
紙
か
ら
、

5
3・a
h
『
。
H
a
s
a
c
ミ
ユ
S
(
全
二
巻
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は

【表
1
】

に
は
含
め
な
か
っ
た
。
と
は
い
え
、
定
期
刊
行
物
と
の
一
線
が
引
き
が
た
い
の
も

で
も
似
た
例
が
あ
り
、

事
実
で
あ
る
。
実
は
本
家
『
N
&
Q
』

一
八
五
八
年
に

の
ぎ
な
ぬ
~
〈
。
H
S
L
「
さ
き
ε
宅
。
な
め
s
s
h
H
C同
足
立
S
J
同
な
さ
さ
、
翌
五
九
年
に
は

の
ぎ
台
。
~
q
o
H
G
句
、
。
S
E
h
『
a
g
Q
s
a
C両
足
立
S
J
『
己
主
。
さ
と
い
う
書
籍
が
出
版
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
~
£
定
。
さ
の
巻
は
熊
楠
も
所
蔵
し
、
執
筆
に
利
用
し
て
い

た。
一
方
で
、

一
八
四
九
年
に
『
N
&
Q』
が
創
刊
さ
れ
、
同
様
の
雑
誌
が
あ
ら
わ

れ
、
新
聞
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
で
、
「
ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
ー

『
フ
ラ
ヘ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
l
リ
ン
ゲ
ン
』
誌
と
南
方
熊
楠

ズ
」
と
い
う
言
葉
は
一
般
名
詞
的
に
扱
わ
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
く
。
そ
し
て

各
種
専
門
誌
に
も
「
ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
l
ズ
」
と
名
乗
る
も
の
が
あ
ら

わ
れ
る
。

一
八
七
三

1
一
九

O
一
年
に
発
行
さ
れ
た
足
。
三
泣
き
ぬ
見
ミ
2
9
3
a

一
八
九
六
年
に
二
冊

i? 
し円
-r ~ 

廃や
刊 8
と a
なミ
つる今

Tこ:さ.
C 唱
宝?世.

這 S
~叫

ミ宮

ーささ.. ~ 

2 ミ
ミ 3
R.. ~ 

tU ~ 

まや
3. 
ても
め

な
ど
で
あ
る

さ

ら
に
、
最
初
か
ら
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
る
書
籍
、
読
者
投
稿
で
は
な
く
著
者

自
身
に
よ
る
質
疑
応
答
と
し
て
書
か
れ
た
も
の
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
や
情
報
誌
に
近

い
も
の
の
タ
イ
ト
ル
に
「
ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
l
ズ
」
と
付
け
ら
れ
る
例

も
増
え
て
い
く
。

そ
れ
で
は
、
{
表
1
】
か
ら
読
み
取
れ
る
点
を
挙
げ
て
い
こ
う
。

ま
ず
、
圏
内
か
ら
見
て
い
き
た
い
。
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
だ
け
で
二
七
誌
が
数
え
ら

れ
る
が
、
サ
マ
セ
ッ
ト
、
イ
ー
ス
ト
・
ア
ン
グ
リ
ア
、
シ
ュ
ロ
ッ
プ
シ
ャ
l
、
ヨ
ー

ク
シ
ャ
ー
な
ど
地
方
名
が
付
い
た
も
の
が
多
い
。
州
や
地
方
ご
と
に
存
在
し
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
く
ら
い
だ
。
詳
細
は
次
の
機
会
に
譲
り
た
い
が
、
こ
れ

は
本
家
・
分
家
を
間
わ
ず
、
『
N
&
Q』
と
い
う
も
の
が
歴
史
や
文
学
、

ア
ン
テ
イ

カ
リ
ア
ニ
ズ
ム

(
好
古
趣
味
)
、
系
図
学
を
主
要
テ
l
マ
と
し
て
い
た
こ
と
と
関

係
が
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
テ
l
マ
は
地
域
ご
と
の
質
疑
応
答
・
情
報
提
供
が

有
効
に
働
く
分
野
で
あ
り
、
実
際
に
ロ
ー
カ
ル
版
『
N
&
Q」
の
出
版
や
投
稿
の

中
心
は
地
方
史
家
や
各
地
ア
ン
テ
ィ
カ
リ
が
担
っ
た
。

つ
づ
い
て
創
刊
の
年
代
を
見
れ
ば
、

一
八
七

0
年
代
後
半
か
ら
九

0
年
代
に
特

に
活
発
で
あ
る
。
し
か
し
、
数
年
で
廃
刊
す
る
も
の
も
目
立
ち
、
大
部
分
は
二

O

世
紀
ま
で
生
き
残
れ
な
か
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス
で
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
の
は
、
本

家
『
N
&
Q』
だ
け
な
の
で
あ
る
。
「
N
&
Q』
に
し
て
も
、

一
九
一

O
年
以
降



志
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は
急
激
に
衰
え
、
第
一
次
大
戦
一
頃
に
廃
刊
す
前
に
な
っ
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
は
、

一
九
世
紀
後
半
か
ら
二

O
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
時
代
性

を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
具
体
的
に
挙
げ
れ
ば
、
学
問
の
専
門
化
や
ア

マ
チ
ユ
ア
意
識
の
変
容
と
関
わ
っ
て
い
る
と
予
想
さ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し

，.、・
4

0

半
人
しス

コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
と
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
に
関
し
て
-
も
大
き
な
違
い
は
な
い
だ
ろ
う
。

-av'-
、

A
J
半
J

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
で
は
小
さ
な
地
域
ご
と
で
は
な
く
、

ス
コ
テ
ィ
ッ
シ
ュ

と
し
て
全
体
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
点
が
目
立
つ
。
ヴ
ェ
ー
ル
ズ
は
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
寄
り
の
よ
う
だ
。

次
に
国
外
に
目
を
向
け
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
、

日
本
に
類
似
の
雑
誌
が
存
在
し
た
。
主
要
な
と
こ
ろ
で
は
、
ド
イ
ツ
が
欠
け
て
い

る
。
『
N
&
Q』
の
一
八
九
三
年
五
月
二
七
日
号
で
は
、
同
・
と
い
う
人
物
が
ド
イ

ツ
に
類
似
の
雑
誌
が
な
い
か
と
ク
エ
リ
ー
を
出
し
た
が
、
六
月
二
四
日
号
で

。79巳
g
回
自
甘
口
が
な
い
と
回
答
し
て
い
る
。

創
刊
時
期
は
、
む
し
ろ
イ
ギ
リ
ス
国
内
よ
り
も
早
い
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
。

こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
初
期
に
お
け
る
相
互
の
影
響
関
係
を
考
察
す
る
必
要
が
出
て

〈
る
だ
ろ
う
。
う
ち
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス
で
出
た
二
誌
は
二

O
世
紀
半
ば
ま
で

生
き
延
び
る
な
ど
長
命
で
あ
っ
た
。
ひ
と
つ
の
国
に
一
誌
で
あ
れ
ば
、
需
要
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
対
し
て
北
米
で
出
た
も
の
は
概
し
て
短
命
で

あ
る
。
歴
史
の
浅
い
こ
と
が
原
因
と
な
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
二

O
世
紀
後
半

に
な
っ
て
再
び
あ
ら
わ
れ
る
が
、

や
や
内
容
に
違
い
が
あ
り
、
本
来
な
ら
分
け
る

べ
き
で
あ
っ
た
か
と
も
思
わ
れ
る
。

オ
ラ
ン
ダ
の
b

G

b
『門

Hgas-雪
は
、
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
と
の
関
係
で
見
逃
せ
な
い
。

こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
ま
だ
手
っ
か
ず
の
た
め
、

は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
言
え
な
い

が
、
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
が
囲
内
の
投
稿
者
だ
け
に
頼
ら
ず
に
国
際
的
な
雑
誌
で
あ
ろ

う
と
し
た
こ
と
、

わ
ず
か
半
年
で
廃
刊
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
も
句
。

ミ

s。認。
F
ミ
の
存
在
と
関
係
し
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

可。ミ
.S
守
宅
a
s
s
s
a
cミ
ユ
S
は
、
お
そ
ら
く
『
N
&
Q』
に
次
い
で
有
名
な

雑
誌
で
あ
り
、
熊
楠
も
ロ
ン
ド
ン
抜
書
に
書
き
写
し
、

の
ち
に
執
筆
に
使
っ
て
い

る
。
日
本
で
出
た
「
愛
書
趣
味
』
は
、
書
物
愛
好
家
た
ち
に
よ
る
同
人
誌
的
な
も

の
で
あ
っ
た
。
熊
楠
は
関
わ
っ
て
い
な
い
。

最
後
に
全
体
を
見
れ
ば
、
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
で
と
り
わ
け
顕
著
な
よ
う
に
、
『
N

&
Q』
的
雑
誌
は
地
域
的
で
あ
る
こ
と
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
、

地
元
の
ひ
と
た
ち
の
あ
い
だ
で
情
報
が
や
り
と
り
さ
れ
、
雑
誌
が
発
行
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

一
方
で
、
本
家
『
N
&
Q』
は
世
界
各
地
か
ら
の
投
稿
に
あ
ふ
れ

て
お
り
、
例
外
的
な
わ
け
だ
が
、
こ
れ
も
イ
ギ
リ
ス
が
政
治
的
・
知
的
な
帝
国
的

広
が
り
を
持
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
本
質
の
部
分
は
き
わ
め
て
イ
ギ

リ
ス
的
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
『
N
&
Q』
が
積
極
的
に
国
際
的
で
あ
ろ

う
と
し
た
の
か
と
い
う
点
は
、
今
後
も
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ

し
て
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
と

E
H
3
4
5足
。
き
↑
目
見
。

s
s
s
a
C
N足
立
S
の
失
敗
の
原
因
は
、

す
で
に
『
N
&
Q』
的
雑
誌
の
最
盛
期
を
過
ぎ
て
い
た
こ
と
、
地
域
性
に
こ
だ
わ

ら
ず
国
際
的
で
あ
ろ
う
と
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
国
際
的
な
投
稿

者
と
し
て
の
熊
楠
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
だ

ろ、っ。



お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
ま
ず
熊
楠
が
「
フ
ラ
ヘ
ン
」
に
長

8
4司ぎ

3
g
a吾
。

EEσ

ロ旬。ロ

Eω
当
日
常
一
回
目
。
身
.
を
投
稿
す
る
ま
で
の
経
緯
を
確
認
し
た
。
「
燕
石
考
」

と
の
関
係
、
執
筆
の
流
れ
、
さ
ら
に
は

『
フ
ラ
ヘ
ン
』
廃
刊
に
よ
り
幻
と
な
っ
た

原
稿
に
つ
い
て
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

つ
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
良
く
知
ら
れ

て
い
な
か
っ
た
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
に
つ
い
て
、
そ
の
概
要
を
明
ら
か
に
し
た
。
「
N

&
Q』
を
徹
底
的
に
模
倣
し
つ
つ
、
各
国
か
ら
「
N
&
Q』
投
稿
者
を
通
信
者
と

し
て
募
り
、
国
際
的
な
存
在
で
あ
ろ
う
と
じ
た
野
心
的
な
雑
誌
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
最
後
に
、

『N
&
Q』
的
雑
誌
空
間
の
広

一
九
世
紀
後
半
j
二
O
世
紀
初
め
の

が
り
を
確
認
し
た
。
こ
の
点
に
、
こ
れ
か
ら
の
研
究
の
課
題
も
あ
る
。
熊
楠
の
英

文
論
考
、
ひ
い
て
は
研
究
・
執
筆
活
動
は
、
『
N
&
Q』
ぬ
き
に
は
理
解
で
き
な
い
。

そ
の
た
め
の
『
N
&
Q」
研
究
の
一
環
と
し
て
、
本
稿
で
は

『
フ
ラ
ヘ
ン
』

や
他

の
類
似
雑
誌
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
類
似
雑
誌
の
存
在
か
ら

は
、
『
N
&
Q』
が
特
殊
な
存
在
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
れ
は
同
時

に
『
N
&
Q』
的
な
知
識
の
在
り
方
、
文
化
の
存
在
、
投
稿
者
の
広
が
り
を
意
味

す
る
。
こ
う
し
た
雑
誌
・
学
関
空
間
の
な
か
で
、
熊
楠
は
再
考
さ
れ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
熊
楠
は
け
っ
し
て
ひ
と
り
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

注

1 

熊
楠
の
著
作
は
、
英
語
・
日
本
語
を
間
わ
ず
、
論
考
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
多
い
。

現
在
の
学
術
的
な
論
文
と
は
、
あ
ま
り
に
も
ス
タ
イ
ル
が
異
な
る
た
め
で
あ
る
。

『
フ
ラ
ヘ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
I
リ
ン
ゲ
ン
』
誌
と
南
方
熊
楠

2 

テ
ク
ス
ト
は
『
N
&
Q』
、
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
を
参
照
の
上
、
平
凡
社
版
全
集
を
用
い
た
。

日
記
に
つ
い
て
は
、
八
坂
書
房
版
を
参
照
の
う
え
、
適
宜
、
原
資
料
に
確
認
し
た
。
『
N

&
Q』
の
巻
号
数
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
発
行
日
を
示
し
た
。

『N
&
Q』
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

・
拙
稿
「
南
方
熊
楠
と
『
ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
l
ズ
』
誌
|
吋
。
。
仲
買
E
Z

S
与
の
。
含
u
h
r

の
¥
か
ら
「
ダ
イ
ダ
ラ
ホ
ウ
シ
の
足
跡
」
へ
」
『
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
朝
文

化
研
究
』
七
、
二

O
O
九
年
。

・
『
完
訳
南
方
熊
楠
英
文
論
考
〔
ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・
ク
エ
リ
l
ズ
〕
誌
篇
』
集
英
社
、

二
O
一
一
年
出
版
予
定
。

下
記
が
挙
げ
ら
れ
る
0

・
『
南
方
熊
楠
英
文
論
考
〔
ネ
イ
チ
ャ
l
〕
誌
篇
』
集
英
社
、
二

O
O
五
年
の
解
説
0

・
田
村
義
也
「
イ
タ
リ
ア
古
説
話
と
の
出
会
い

l
南
方
熊
楠
の
『
ノ
l
ツ
・
ア
ン
ド
・

ク
エ
リ
l
ズ
』
誌
第
一
投
稿
を
め
ぐ
っ
て
」
『
ユ
リ
イ
カ
』
四

O
巻
一
号
、

二
O
O
八
年
。

『
南
方
熊
楠
全
集
』
別
巻
一
巻
、
平
凡
社
、
一
九
七
四
年
、
五
回
九
頁
。

『
南
方
熊
楠
日
記
』
三
巻
、
八
坂
書
房
、
一
九
八
八
年
、
三
四
O
頁。

『
牟
婁
新
報
』
一
九
一

O
年
二
月
二
四
日
。

『
南
方
熊
楠
全
集
』
一
巻
、
一
九
七
一
年
、
二
三
四
頁
。

『
南
方
熊
楠
日
記
』
三
巻
、
三
六
一
頁
。

『
南
方
熊
楠
英
文
論
考
〔
ネ
イ
チ
ャ
l
〕
誌
篇
』

『
牟
婁
新
報
』
一
九
一

O
年
五
月
二
七
日
。

『
南
方
熊
楠
日
記
』
三
巻
、
三
七
二
員
。

同
書
、
三
七
回
頁
。

同
書
、
三
七
四
頁
。

同
書
、
三
八
七
頁
。

同
書
、
三
五
九
頁
。

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

(
9
)
 

(
叩
)

(
日
)
(ロ)
(
日
)
(U) 

(
日
)

(
時
)

一
五
六
頁
。

ゼ
ザ
-pqmwsmwS
』
hmwamwね
な
お
む
。
suJ1
』
問
ロ
ロ
ω
H
M可
]
戸
市
山
一
戸

{
)
w
H
V
・]「

正
式
に
は
、
キ
ミ

3

3
ミ
ミ
S
芯
還
さ
さ
と
刊
を
乞
ミ
号
、
の
ぬ
句
。
ま
ミ

S
F



志

キす

真

幸

(
口
)

(
路
)

(
問
)

E
O
N
-
S
N
N
S呉、
Nhs号
と
い
う
誌
名
で
あ
る
。

足。

HasaC両
足
立

g
u
H
2
8
5
a
S
H
O
W
M〉・
8
・

「
南
方
熊
楠
日
記
』
四
巻
、
一
九
八
九
年
、
二
一
五
頁
。

弓
ass-Hacミュ
3
H
H
『
各
自
白
吋

5
0印
w匂
-HC∞・

参
考
資
料
(
ご

ベ
ン
ゼ
か
ら
の
『
フ
ラ
ヘ
ン
』
廃
刊
を
知
ら
せ
る
書
簡
(
一
九
一

O
年
七
月

二
四
日
付
)
翻
刻

〉口
Eogw』
gqNAFFHCHC

口。

R
g
n
同
自
ロ
ぐ
σ
弓

5
5
7
。

z-m。
ι
g
u己
記
同
。
『
吾

o
g
E
ュσ己
芯
ロ
旬
。
己
君
。
円
。

H
L
g
m
E
S
S口弘
S
F
。
巳
可
巴
口
。
。
吾
。
。
ロ
門
目
。
こ
E
5
H
H
5
3
σ
gロ
。
宮
山

mas

ι
Z
S
E
E
S
F。
宮

z
g位。
5
え
さ
さ
S

S
足
。
色
。
a
G
G
な
さ
さ
言
者
自
件
。
同

。。。旬。円
mw
位。ロ

mw
何世白色

ω
。
H
E
u
m
円
高
弘
件
。
∞
M
W
M『

4
V
7
9
4
V
H
Y
仰
ぐ
⑦
円
。
C
M
門口。門田句。己円
-ωω4V

。。ロ仲立
σ
z
t。
ロ
件
。
可
。
ロ
円
。
仏
門
四
円
。
ωω
・

H
2
E
M己記
ω。
ョ
。
。
同
守
江
口
官
。
同
可
。
己
円
一
回

D
g件。。
EEσ
ロ誌。

p
d司
E
S
H
H
5唱。

旬。戸
H
Y
m
w
J
可。円。。。]可。品・

同
町
民

F
ロ
g
H
∞HFM12FFFE--吋・

』
・
何
回
。
ロ
切
。

四

参
考
資
料
(
二
)

記
自
主
5
3
E
E
F
O
F記
号
8
8
7
Z
ヨ常一
ω
回。

ι弐
翻
訳

「
女
の
腹
に
羊
の
画
を
描
い
た
男
」

「
ロ
ン
ド
ン
に
若
く
て
美
し
い
妻
を
持
つ
、
小
狭
い
絵
描
き
が
住
ん
で
い
た
。

あ
る
と
き
、
仕
事
で
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、
彼
は
嫉
妬
深
い
男
、
だ
っ

た
の
で
、
妻
の
お
腹
に
羊
の
絵
を
描
き
、
帰
っ
て
く
る
ま
で
そ
の
ま
ま
に
し
て
お

く
こ
と
を
承
諾
さ
せ
た
。
妻
は
そ
の
と
お
り
に
し
た
。
羊
を
描
い
て
、
絵
描
き
は

旅
立
っ
た
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ
、
好
色
な
若
い
独
身
の
商
人
が
愛
を
求
め
て
き
た
の

で
、
妻
は
受
け
入
れ
、
商
人
と
寝
る
こ
と
に
し
た
。
商
人
は
何
度
も
や
っ
て
き
て

は
繰
り
返
し
喜
び
を
得
た
。
あ
る
と
き
商
人
は
筆
を
と
り
、
女
に
は
も
と
の
絵
を

な
お
す
だ
け
だ
と
言
っ
て
、
羊
に
二
本
の
角
を
描
き
加
え
た
。
そ
し
て
一
年
ほ
ど

た
っ
て
つ
い
に
夫
が
家
に
帰
っ
て
き
た
。
そ
し
て
妻
と
寝
た
最
初
の
晩
に
、
お
腹

を
見
て
、
二
本
の
角
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
彼
は
誰
か
い
い
や
つ
が

で
き
て
、
そ
い
つ
が
新
し
く
描
き
な
お
し
た
ん
だ
ろ
う
と
言
っ
た
。
だ
っ
て
、
お

れ
が
描
い
た
羊
に
角
は
な
か
っ
た
の
に
、
こ
い
つ
に
は
二
本
あ
る
じ
ゃ
な
い
か
と
。

そ
れ
に
対
し
て
妻
は
一
言
(
以
下
欠
)
」
『
百
笑
話
』

一
五
二
五
年
頃
初
版
。

ハ
ズ

リ
ッ
ト
編
、

一
八
八
一
年
、

二
二
二

1
一
二
四
頁
。

ロ
ン

v'
ン、

こ
れ
の
類
話
に
つ
い
て
、
以
下
に
示
す
注
は
、
「
デ
カ
メ
ロ
ン
ー
そ
の
源
と
類
話
』

な
ど
の
著
者
で
、
私
の
友
人
の

A
・
C
-
リ
l
氏
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

「
こ
れ
は
ド
イ
ツ
の
古
い
民
話
に
見
ら
れ
、
『
こ
れ
が
ヴ
ユ
ル
ツ
ブ
ル
ク
の
絵
描

き
の
話
だ
』
(
ケ
ラ
l
『
古
い
ド
イ
ツ
の
手
稿
か
ら
の
物
語
』
一
八
五
五
年
に
再
録
)

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
編
者
が
述
べ
る
に
は
、
「
こ
れ
は
一
六
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
小



説
家
ピ
エ
ト
ロ
・
フ
ォ
ル
テ
ィ

l
ニ
の
作
品
に
も
あ
り
、
『
描
か
れ
た
羊
』

(
一
八
一
二
、
四

O
年
)
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
一
二
部
し
か
刷
ら
れ
な
か
っ
た
も
の

だ
」
と
い
う
。
焼
き
直
し
で
は
な
い
に
し
て
も
、
模
倣
し
た
も
の
が
ジ
ユ
ゼ
ッ
ベ
・

パ
リ
l
ニ
の
著
作
の
第
四
巻
に
あ
り
、

フ
ォ
ル
テ
ィ

l
ニ
の

『
ノ
ヴ
エ
ツ
ラ
』

巻
末
に
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
ジ
ユ
ゼ
ッ
ベ
・
ジ
ラ
ン
デ
ィ

l
ニ
の

『
イ
タ
リ

ア
小
説
集
』
に
も
出
て
い
る
。
パ
ッ
チ
ョ
と
い
う
画
家
が
妻
の
腹
に
羊
を
描
き
、

フ
ラ
ン
ス
へ
行
っ
た
。

i
妻
は
別
の
画
家
と
よ
ろ
し
く
や
っ
て
い
た
。
パ
ッ
チ
ヨ

は
帰
っ
て
き
て
、
羊
に
角
が
生
え
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
。
不
貞
を
働
か
れ
た
こ

と
に
気
付
い
た
が
、
恥
を
忍
ん
で
黙
っ
て
い
た
。
注
は
こ
れ
だ
け
な
の
で
、
こ
れ

以
上
の
説
明
は
で
き
な
い
。
こ
の
物
語
は
次
の
書
物
に
も
出
て
い
る
。
『
出
世
の

方
法
』
は
、

一
五
九
三
年
に
ツ
i
ル
の
聖
ガ
シ
ア
ン
大
聖
堂
参
事
会
員
を
務
め
た

ベ
ロ
ア
ル
ド
・
ド
・
ヴ
ェ
ル
ヴ
ィ
ル
と
い
う
人
物
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
、

艶
笑
語
を
集
め
た
非
常
に
特
異
な
本
で
あ
る
。
件
の
物
語
は
七
四
章
に
出
て
お
り
、

年
老
い
た
絵
描
き
と
若
い
妻
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
で
は
羊

の
代
わ
り
に
騒
馬
が
描
か
れ
る
。
頭
と
脚
の
ほ
か
は
す
っ
か
り
消
え
て
し
ま
っ
た

の
で
、
描
き
な
お
す
こ
と
に
し
た
の
だ
が
、
ど
ん
な
ふ
う
だ
つ
た
か
ま
る
で
忘
れ

て
し
ま
っ
て
お
り
、
鞍
を
描
き
加
え
て
し
ま
っ
た
D

夫
は
帰
っ
て
き
て
『
わ
し
が

描
い
た
と
お
り
の
騒
馬
だ
。

で
も
、
こ
の
鞍
を
描
い
た
悪
魔
は
誰
だ
?
』
と
言
つ

た
。
そ
れ
以
来
、
『
櫨
馬
に
ま
た
が
る
』
が
『
女
と
や
る
』

の
意
味
で
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
著
者
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
類
話
に
つ
い
て
、
パ
リ
の
ガ
ル
ニ

エ
・
フ
レ

I
ル
が
出
版
し
た
、
粗
末
だ
が
素
晴
ら
し
い
リ
プ
リ
ン
ト
版
か
ら
注
を

引
用
す
れ
ば
、
も
と
は
『
寝
取
ら
れ
男
の
た
め
の
契
約
・
贈
与
等
に
つ
い
て
の
愉

快
な
規
則
』
(
刊
年
不
祥
)
と
い
う
本
か
ら
取
ら
れ
た
も
の
と
い
う
。
小
さ
な
奇

『
フ
ラ
ヘ
ン
・
エ
ン
・
メ
デ
デ
1
リ
ン
ゲ
ン
』
誌
と
南
方
熊
楠

妙
で
貴
重
な
本
で
、

ベ
ノ
イ
ス
ト
・
ド
・
ト
ロ
ン
シ

I
に
捧
げ
ら
れ
た
も
の
と
い

う
が
、
刊
年
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
種
の
物
語
は
、
ラ
・
フ
ォ
ン

テ

l
ヌ
の

『
寓
話
』

の
な
か
に
も
、
「
鞍
」
と
し
て
ご
く
短
い
も
の
が
出
て
い
る
」

の

「
こ
れ
は
ブ

1
シ
エ

(
一
五
二
六

1
一
六

O
八
年
頃
)

の
『
物
語
集
』
三
巻

二
八
話
に
も
出
て
お
り
、
『
出
世
の
方
法
』
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
だ
が
、
愛
人

が
櫨
馬
に
鞍
の
代
わ
り
に
馬
軌
を
描
き
加
え
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
け
が
違
う
。
そ

し
て
ブ
1
シ
ェ
は
「
こ
こ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
諺
の
『
悪
魔
が
騎
馬
を
連
れ
て
き
て

鞍
を
付
け
て
く
れ
る
』
が
生
ま
れ
た
」
と
付
け
加
え
て
い
る
。

一
六
四
一
年
頃
に

出
版
さ
れ
た
『
ウ
l
ヴ
ィ
ル
の
物
語
』
に
も
こ
の
物
語
は
見
ら
れ
る
。
前
述
の
『
寝

取
ら
れ
男
の
た
め
の
契
約
・
贈
与
等
の
愉
快
な
規
則
』

の
刊
年
が
一
五
九
四
年
で

あ
る
こ
と
は
、
別
の
資
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
」

こ
の
物
語
は
イ
ン
ド
に
起
源
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、

一
二
七
九

1
八
三
年
の
あ
い
だ
に
書
か
れ
た
日
本
の
仏
教
書
に
類
話
が
見
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

「
遠
江
国
の
池
田
あ
た
り
に
い
た
庄
官
の
妻
は
は
な
は
だ
嫉
，
妬
深
く
、
庄
官
は

ほ
と
ん
ど
監
禁
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
と
き
、
知
人
の
地
頭

代
が
鎌
倉
(
幕
府
の
お
か
れ
て
い
た
場
所
)
か
ら
池
田
に
酒
宴
に
く
る
こ
と
に
な
っ

た
。
庄
官
は
陰
部
に
べ
っ
た
り
と
糊
を
塗
ら
れ
た
あ
と
で
、
よ
う
や
く
地
頭
代
を

も
て
な
し
に
出
る
こ
と
を
許
さ
れ
た
。
庄
官
と
会
っ
た
地
頭
代
は
、
す
ぐ
に
こ
ん

な
助
言
を
し
た
。
陰
部
の
様
子
を
召
使
い
た
ち
に
見
せ
て
お
け
。
そ
れ
か
ら
お
前

の
好
き
な
可
愛
い
遊
女
と
い
い
こ
と
を
す
る
ん
だ
。
そ
の
あ
と
、
も
と
ど
お
り
に

糊
を
塗
り
な
お
し
て
家
へ
帰
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。
庄
官
は
こ
の
助
言
に
従
い
、
そ

の
と
お
り
に
し
た
。
帰
宅
す
る
と
、
す
ぐ
に
妻
は
糊
を
こ
す
り
落
と
し
た
。
そ
れ

一五



士ん山

キす

真

幸

一
六

を
祇
め
て
み
る
や
い
な
や
、
妻
は
怒
り
狂
っ
て
叫
ん
だ
。
?
」
の
悪
党
が
!

駄

目
だ
っ
て
言
っ
た
じ
ゃ
な
い
。
私
は
糊
に
塩
を
混
ぜ
て
お
い
た
の
よ
。
で
も
、
こ

れ
に
は
入
つ
て
な
い
わ
』
。
妻
は
庄
官
を
殴
り
倒
し
て
き
つ
く
縛
り
あ
げ
て
し
ま
っ

た
。
こ
う
し
た
振
る
舞
い
に
う
ん
ざ
り
し
た
庄
官
は
、
ま
も
な
く
妻
を
捨
て
て
鎌

倉
に
逃
げ
て
し
ま
っ
た
。
こ
れ
は
つ
い
近
頃
の
こ
と
と
い
う
」

「
あ
る
古
い
物
語
に
出
て
い
る
の
だ
が
、
妻
の
不
貞
を
疑
っ
た
男
が
、
妻
の
下

腹
部
に
午
を
描
い
て
か
ら
他
国
へ
旅
立
っ
た
。
留
守
の
あ
い
だ
に
愛
人
が
や
っ
て

き
て
、
飽
き
る
ほ
ど
愛
し
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
腕
の
良
い
絵
描
き
で
あ
っ
た
愛

人
は
牛
を
描
き
な
お
し
て
立
ち
去
っ
た
。
帰
っ
て
き
た
夫
は
妻
の
身
体
を
調
べ
、

き
つ
く
と
が
め
る
よ
う
に
言
っ
た
。
?
」
れ
は
愛
人
が
描
い
た
ん
だ
ろ
う
。
お
れ

は
寝
て
い
る
牛
を
描
い
た
の
に
、
立
っ
た
牛
に
な
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
か
』
。
こ
れ

に
妻
は

「
そ
ん
な
こ
と
言
う
の
は
や
め
て
よ
。
寝
て
い
る
牛
が
一
生
立
ち
上
が
ら

な
い
で
生
き
て
い
く
と
で
も
思
っ
て
る
の
?
』
と
答
え
た
。
夫
は
妻
の
言
葉
に
も

一
理
あ
る
と
思
い
、
許
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
ん
な
ふ
う
に
男
と
い
う
の
は
、
女
に

く
ら
べ
て
考
え
が
浅
く
て
鷹
揚
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
と
お
り
、
男
が

女
よ
り
馬
鹿
で
あ
る
よ
う
に
、
男
は
女
よ
り
罪
が
浅
い
の
で
あ
る
」
無
住
『
沙
石

集
』
(
七
巻
六
、
再
版
、
京
都
、

一
九

O
八
年
、
二
七

0
1
二
八

O
頁
)
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

南
方
熊
楠

田
辺
、
紀
伊
、
日
本

附
記

本
稿
は
平
成
二

0
年
度
南
方
熊
楠
研
究
奨
励
事
業
(
若
年
研
究
者
助
成
事

業
)
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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